
その拾七

尾 道 歩 き「パート冒」 (防地口～長江口広場まで)

今回の 「ぶら探訪尾道歩き パー ト1」 は「防地日から長江口広場」まで歩きます。

江戸後期の豪商「灰屋橋本家の庭園 爽籟軒」を見て、久保 (亀山)人幡神社、厳島神社・

人坂神社の狛大・燈籠・鳥居など尾道石工の技がさえる石造物を見ながら路地歩きを楽し

みながら、井戸や祠なども見て行きましょう。5～6年前よりずいぶん変わっていますが、

まだまだ昭和の香 りが残つている場所もあります。

古い町割 り地図や市街地図で確認 しながら歩き、昭和の尾道・古い家屋や家並から、そ

の光景や風土感を受け止めながら楽しみましょう。

感性があれば単なる町歩きも楽しくなるかもしれません。

では「ブラブラ・ゆつたり歩き」を楽しみましょう。
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この狛犬が面白い。胴体は二つに割
れて、足が短い。こんなに短い足の
狛犬は初めてである。

沓蜃楚念型菫讐優糞肩弊卜ぶ唇ξF内
今も昔の風情を残している丹花小路。
常夜灯前を通り、石段を上がつて行<
と長江通り|こ繋がっていた。

平成 25年(2013) 12月 7日 (土 )

備陽史探訪の会 岡田 宏一郎





探訪コース (見どころ)

① 尾道駅前からバスで「防地口」まで (140円 )

② 爽籟軒庭園を見学 (元灰屋橋本家別邸)・ 元図書館跡 (門柱)

③ 久保 (亀山)八幡神社の鳥居・鉾口狛犬など

④ 注連柱・軍配燈籠 B旬碑口記念碑など

⑤ 手水鉢と土台の狛犬日高御倉神社 (石工神社)・ 狛大などの石造物と尾道石工

⑥ 浄泉寺・雨水桶と天邪鬼・和七 (演仲背)の基

⑦ 厳島神社・八坂神社のかんざし灯籠と玉乗り狛犬

③ 常称寺・ガード・正言の小路歩き口弁天神社・レンガ坂

⑨ 風呂小路と井戸・荒神社・石屋町を見る

⑩ 勧商場小路などの歩き・井隅神社口尾道造酢・鎮神小路と熊野神社口水尾井

① 丹花小路と常夜燈・杓屋小路・磯の弁天

⑫ その他の小路歩き (橋本・三好屋・今蔵口小川小路など)

⑬ 終点の「長江口広場」で解散口・・ ロロ最機にクイスに答えよう。
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デジ 高御倉神社
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防地□のガード風景。右が音ながらのガードでШ
陽鉄道時代のレンガで造られている。
在は改修され広げられた大宮通りの道。以前の道
は半分ほどの幅だった。道の右侵!下を防地川が
流れている。

爽頼軒庭園前南方向の道。戦前は半分の道
幅で、左半分にあった家屋は建物疎開で倒
され道になつた。
防地川は右倶1の下を流れている。(昭不]3年
の地図で確認してください)

ニ

=
爽頼軒の説明板。豪商橋本家の日」荘で庭園
と茶室「明喜庵」が公開されている。

庭園の風景の一部。

撃1

庭園の角地。本通の入□の丼戸と祠。
庭園の入□の問。通常は使われて いない。

右倶1の注連柱。こちら側には「願主
石屋勘十郎」 燈籠には「明治tEl七 年
八月」とある。

左の燈籠の台座には「明治tll七 年八
月」「石工 寄丼3小七」とある。 _2-
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爽頼軒の塀は、以前高いセメント塀であつ
た。その一部がここに残つている。

向かいの洋画専門の映画館「太陽館跡」
。左のレンガ塀が当時の者残である。

亀Ш八幡神社参道側の鳥居。笠本の反り
ぐあいが見事である。額も素晴らしい。
柱 (右 )「 萬冶弐暦 霜月吉日」(1659年 )

「施主 大工石屋与七郎 小石屋助六
石屋中」とある。
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茶室の風景。

この道が「築島小路」 突き当りが、通
称「明神さん」である。
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風の押す手を 柳かな」の句を詠んでいる。

八幡神社の参道 |よ、出陽鉄道建設と戦時中
の建物疎開で切断されている。 踏切を渡
ると注連柱がある。
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これが「鉾」の形の石造物。「美郷村 現
住営所 原善四郎 同フデ」と彫られて
いる。

この台座の右に「石工 祐四郎」と名
前が亥」まれている

「世を広く交る花のむしろかな」(と読
むのだろうか ?)

参道の「随身門と尾道石工の狛犬」 手前
の石造物の柱は「鉾」であろう。この石造
物は尾道の八幡神社 (高須・吉/11・ス保亀
出)だ |すにあると思つている。

右の阿形の尾道石工の狛犬。 台座に「辛文
政四年巳五月吉日」とあり願主の不]泉屋の
C前がある。

下に見えるのが時宗「正念寺」で「延昴丼」
が有名で、福山藩領から防地峠を下り西国
街道を歩いてきた旅人はここでおいしい水
でのどを潤したという。

右の「鉾」には「大正拾五年拾月吉日
建之」とある。下には「同 託造 岸
信 徳明」とある。

祐四郎

こちらの注連柱には「願主 寄丼爾七」と
ある。彊七は尾道石工である。

歌碑「は連て行梅雨や鐙乃書させ
竹遊 (?)」

押

常夜燈と亥」まれ「安政丁酉八月」(安政六年
4777)の 銘がある。
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反対側の常夜燈には「明治庚成八月」(明
治43年 )とあり、左右の常夜燈の年代が
異なつている。

右側の「軍配燈籠」 尾道石工の技を示す「軍
配の石垣」と「石組の妙」を観察してほしい。
濱仲脊は北前船が来ると荷物を担いで陸揚げ
する労働者である。

二の鳥居も美しい。 「正徳六年」の建立
である。

「凱旋紀念」の碑。 「明治三十七八年役氏子
出征軍人凱旋紀念基金萱百園奉納」とある。

側面には「明治四十一年二月一日」と「発
起人の名前が亥」まれている。裏面には多<の
出征軍人の名前が彫られている。

二の鳥居と前の「軍配燈籠」と一番手前
の左右の年代が違っていた常夜灯。

西側の軍配燈寵。 「束濱脊中」とあり「
石工保兵衛」イ乍で「天保五年」(1834)に
奉納している。

丸い太鼓型の碑には「か|ず清< 照らすいき
目のみず鏡 すゑの世までも雲らざりけり」
とある。 裏側には「明治四拾四年亥三月萱
日建之  渡邊市松」と彫られている。

「神の徳 清きこころの 通ふ道 尾道楼主
人」とある歌碑。 これは舗石などを寄進し
た尾道楼の主人多田増太郎をしのんで村上
花月が、昭不]七年三月に建てたもの。
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隣に見える「浄泉寺」(真宗)の大き<
張り出した軒。

涎 IF

尚
柱には「正徳六丙申…・」(¬ 716)とあるが、六月  こちらの柱には「藝備國主四品侍従源
に改元されているので「享保元年」にあたる。  朝臣吉長」とある。
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屋を轟 饉 棚 …

「御供水」と亥」まれている「丼戸枠」か
「水鉢の枠」であろうか。



不0霊神社。ろう側に玉乗り狛犬がある。玉 百度石。願主の「志満屋・福田屋」の商人の名
垣には「米屋・池田屋。などの商人の名前  前がある。また「嘉永七歳甲寅霜月」の亥」銘が
と神徳丸の70・主径」もある。       ある。

右奥の燈籠は「昭不]九年一月吉日」と新しい。

百度石の裏側には、「取次 池田屋清
助と石工 嘉十郎」のC前がある。

また「幕石」じ
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玉垣の柱には「天保四季癸巳正月吉
辰」と彫られている。

かわいい狛犬とキ上丹の彫り421にも注
意して見てほしい。

ここに □玄洞建之」とある。

議沓発 全誉難黄讐説習l円

を狛犬が支えて

手前の「幕石」は手洗いの水はねで裾を濡
らすのを防ぐこだわりのものである。
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願主は「Ш□玄洞」で「石工新八」のC
前もある。

裏側には「水盤 天保七年九月
洞造ノ水屋 明治三十四年六月
玄洞建立之」とある。

歌碑の前にある「力石」 一番力持ち
で有者だった「和七」の名前と「金助・
甚次」の名前もある。

奉献と亥」まれている台座。「大正三年一月」と
あり、上に何があったかは不明だが砲弾が乗
つていたと推定している。
台座の裏には「大正十三年五月再建」とあり、
「石屋日]」 と住民の名前が刻まれている。

先代Ш□玄
現代Ш□

隣の浄泉寺の大屋根と巨大な瓦。大きさ
は「畳八畳分の大きさ」だという。_5-

手水鉢 (水盤)には「天保七…輯丙申…
九月」の銘がある。

筑後國ス留米 水天宮の祠。 ここに
なぜあるのかは不明。
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ス保 (亀山)八幡神社の狛犬。
ある姿と尾が魅力である。

迫力 石工祐四郎の優れた技を示す力強い
狛犬。
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台座を見ると「安政四年巳八月吉日 願主
和泉屋保兵衛 営所石工 祐四郎」とある。

高御倉 (石工 )ネ申社の出来」が書かれている碑。
この中に石工の先祖、即ち「石作大連公建真利
根命を祀る神社」とあり「江戸時代の中期…。福
嶋村雲藤原徳栄という石工が尾道に移住した」
と書かれている。

レ
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大きな屋根と軒さきが広がっている「浄泉寺
本堂」(浄土真宗)

冷房がない時代には「昼寝寺」としてlllら れ、
軒先が涼しいので昼寝をしている人がいた。
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八幡神社の本殿。元禄五年〈1692〉 に
再建される。

天照皇太神富。側面には「慶應二丙寅正月
願主 志満屋吉兵衛」とある。

高御倉太神と亥」まれた額束がある石工神社  高御倉神社の神殿。 在の燈寵には
の烏居。 左の柱に「文政五壬年正月吉曰」と  化十五寅五月吉日」とある。また「石
ある。                   間中」と亥」まれている。
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石工神社の燈籠には「石工手間中」と
彫られている。

聰甲 Ч

用水 (天水桶)を支えている天邪鬼。そ
の表情を観察するといい。

1
蠅

昭禾]六年栄修繕寄附碑。 寄附者の中に「尾
道を代表する豪商「橋本龍一」「出□玄洞」
その中に石工の「出根源四郎」の名前がある。
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横に「天保十三壬寅二月吉日
匠屋喜兵衛」とある。
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浄泉寺鐘撞堂。この梵鐘は昭不]十七年に金属回
収令により供出されたが、終戦後岡出の玉野の
精錬所で発見され無傷で返還されたもの。珍し
い仮」である。
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浄泉寺鐘撞堂の出来。 享保八年に建立。文
政十三年に修復され、明治二十四年にШ陽鉄
道開通にともない現在地に移建された。梵鐘
は文政十年に鋳造される。

浄土真宗「浄泉寺」の説明板。大永五年 (15
25)に木ノ庄日]市原に建立したのが開基で
ある。慶長元年 (1596)に現在地に移る。本
堂は元禄十五年、明治二十二年に焼失。明
治四十四年に本堂が完成。
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上が「力石」で、下が「酒樽」

ここの小路はほんとに狭く人がやつと
通れる狭さだった。大き<変わった道
の風景である。

石工の技がさえる「かんざし燈籠」には「文政十年
星次丁亥六月吉日」とある。  基壇の世話人の
名前は半」読できない。 願主十二者のが彫られて
いて「竹本屋喜八 大黒屋善蔵 茶屋富五郎 播
磨屋秋之助…・」などの名前がある。

厳島神社・八坂神社と両方の名前が鳥居の額束
にある。 通称は「明神さん」とD平ばれている。

この付近は家屋が建てこみ、戦後何度も火事
にあっている。現在は再開発され当時の面影は
ない。          `~

境内の右手にある「かんざし燈寵」の由来書
。 「芝居小屋の貧しいお茶子と浜問屋の若
旦那との悲恋話。丼戸に身投げしたお茶子
が大銀杏の下に「かんざしを下さい」と哀し
い声で訴える幽霊に人々がお金を出し含っ
て燈籠を奉納した」という話がある。

まヽ                            `

台座には「天保八年」とあり、左の狛犬より
16年後に製作されている。
「願主 森岡屋茂萬」 石工名は半」読でき
ない。

右の「阿形の大きな玉乗り狛犬」 市内
で最も大きい狛犬である。
注目すべきは、どちらの狛犬にも性器が
あり、こちらはオスである。_7-

「大組屋 大湊和七」の墓である。
浄泉寺下のガード。レンガのところが
出陽鉄道時代のもの。

「石工善三良作」と彫られている。

厳島神社・八坂神社の社殿。

抒 ニヽ

注連柱には「陣幕ス五郎」の名前が亥」まれてしヽる。
反対側に石工銘があるが半」読できなかった。
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在の昨形の狛犬。 「文政四年辛巳六月吉日 □□藤
原□」とある。
これは誰が製作したのか? 欠けている「藤原」だけ
では不明だが「文政六年の大竹市の大歳神社」「文政
八年の竹原市の住吉神社」「文政10年の竹原市の床
浦明神」の狛犬は他と比べて大型で彫が深く、特に頭
が大きい特徴から厳島神社の玉乗り狛犬と類似した
特性が見られ、「石工棟梁 出根屋源四郎藤原博篤」
によるものと推定できる。

「正一位 長官稲荷大明神」

τ
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ここには「福山田]大江楼 Ш村 石川」の名が
あり「束・中。西橋本、島居、西原」など尾道の豪商
の名がある。

浄泉寺前の「正言」と言われる小路。昭不□二十年代ま
では下日]の商店。市場の風景があり賑わっていた。

台座に「願主 富古屋 兵助」とあり、
商標がなかなかいい感じである。

碑には「相撲道の極意を詠んだ句」と言われる「受
けながら 風の押す手を 柳かな 陣幕」 嗣子
室谷喜一が昭不0二年に建てたという。

ここには大きな丼戸が8召和30～ 40年代頃
までにはあつた。

時宗「常称寺」の説明。 「鎌倉時代後期の正応
年間に時宗二祖真教上人によつて創建された
と伝わる。 現在の本堂は室田]中期の建築で、
外観を不B様、内部構成を禅宗様としている。
大門は室田]前期の建築で常称寺の建築物で最
も古い。    _8-

注連柱の下に二人の石工銘があるが
はつきりと読めない。

この神社の名は不明だが、台座に「tll

三夜請中」とある。

神社の北西の小路を通り本通に出て、
正言の小路に向かう。

地蔵仏の台座に「日本國六十六部 尾
道住人蚊魚小路 近屋神原文六」とあ
る。 反対側には「元文五庚猿花二月」
(1740)とある。

/

Ш陽鉄道時代からのレンガの狭いガード。
重文「常称寺観音堂」(室田]時代 )

常称寺本堂 (県重文)「歴応三年 (1340)
から貞冶五年 (1366)頃 」のもの。



正言の小路から北に入ると火事で焼けた家と
更地になつている空き地がある。数年前は古
家屋に囲まれたの路地だつた。

神社から見た焼けた家屋。古い宏屋があつ
たのに、すっかり風景が変わっている。

荼
=::|:|:::=|レンガが敷き詰められた「レンガ坂」

この坂道を行くと「大Ш寺や御袖天満
宮」に行ける。

屋

・　　　　　・一ミ置
峙しヽる。

い
死

新
こ

い
向

違
右

と
の

前
路

以
小 るヽ。“

f ‐ヽ    ⌒ニン|

入つて行くと右倶」に丼戸と祠がある。火事
があったので「人の用心」と力kれ、防火用
水とある。

神 、 ■ ,、 .      |ヒ  _

左の鳥居の柱には「天保五申□正月
吉曰」とある。

ヽ

鱗天神社 (厳島神社)を見る。

この道を入つて行くと左に折れる。右の家は
以前からあるが、左は新しくなつている。

右の柱には「奉寄進 大
」などの名前が刻まれて

「天保三壬辰九月吉日」(¬ 832)と亥」ま
れている御神灯 (燈籠 )

右の建物は戦前からの家屋である。道を進む
と「レンガ坂」に出る。
レンガ坂は「デン木坂」と言われ、デンギ(杖 )

を突かなければ歩けない坂だつたという。

下り方向を見る。このレンガ坂は戦前
からのお屋敷田]で、風情がある家屋の
風景である。 _9_

「石屋吉助」ともう一人の名前がある
。(読めなかつた)

窯

覇

鶏 |

内部が焼けのこつている家屋。中の様
子が見えた。

下ると浄泉寺が見える。大きな甍と独特
の形をした庫裏に注目しよう。



西國寺の坂を下つて行くと、右手に今
も使われてしヽる丼戸があり、地蔵仏も
祀られていた。

本通に出て進むと「もとゆい小路」跡がある。
(のちマコトヤ小路とよばれる)

以前は住宅がひしめき含っていた路地だっ
た。狭い道で

北倶」の「風呂の小路」 向こうに正言
小路へのガードが見える。

こちら側の丼戸枠には「癸
丑 七月吉日」(1853)と

嘉永六年
ある。になつていてびっくりした。こ

罫野炉
神社と境

 丼戸枠には陽 齢利 と刻まれている。外社の稲荷社があり、丼戸が;

荒神社を後ろから見る。 燈籠には「大正十
二年八月建之」とある。 また「大阪市南区
難波…安田常次郎」の名前がある。

雰2日温洟裂肛訂贅おだ型嚇
岩から感じることができる。

勧商場小路の下は石段になっており、船着場
跡でで雁本であったと云われている。 降り
て右に折れ石屋田]に出る。常称寺大門西倶」の「尼寺小路」。3はこ

の向こうには行けなくなつている。 ][碕予鋏猾
`/

小さな祠に昴Bられている石仏。 近所
の人が3も大切に祀っている。

雰讐⑫燎簿ヨ凩讐暑ず』写基霞基安署
-10-



職 疑 醗 ■.=   __L    I

l]〔  0し[ 燈籠には「文化十四丁丑九月」とある。

氏子中とある玉垣には「明治十四年五
月吉日」となつている。

種卿後6四所』沓型D夕織 をFいる
。

言騨憲ヅヽ

「

汁罰
試壼4『墓誓所」≡彗畢報胴箸

鰍9E2ビ墨mですべて遊郭が ここが「干日前」と言っていた映画館が三館
あつたところで、左の所に「玉栄館」という
映画館があった。

登憑型鶉 碁謳裂畏究り野いな

-11-
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“
Ｉ

週

爆

層
昔ながらの面みが残っている小路。こ  小路の中ほどに丼戸と祠がある。戦前

からの風景がまだ感じられる。こを通って本通りに出る。

飩芽層聯熙鮮 屋脅ダそ属控鶉 中にあり、

ヽ ニ
更地になった商店。住宅の跡は縄が張ら
れていたので、間もな<建築工事が始ま
るかもしれない。

中国新間に載っていた記事が紹介され
ている。(水尾丼戸について)

熊野神社の鳥居には「氏子中 石工棟梁
Ш根屋源四郎藤原博篤」とある。
向こうの道が入ってきた「鎮神小路」の路
地である

-12-

502Fが
順 神小囲 で奥に熊野神社

熊野神社 (日称熊野権現)由緒は「社殿によ
ると、往古境内に二本 (夫婦松)の松があった
が、正徳元年 (1711)こ の松で御神体を造って
祀つたという。その跡に丼戸を掘り御供水と
したと伝えられる」と書かれていた。

ボ漁

小路を入って行くと、以前Ш陽道歩きのとき
あつた建421がなくなり、更地になっている。路
地裏の風景が明るくなつていた。



反対側の鳥居の柱には「□文政六癸未五月□
日」とある。

熊野神社の社殿を見る。 在の狛犬に注目
してほしい。

「水尾丼」の丼戸は今も大切にされ使
われている。

尾酬隣が割れてしろ狛犬。」室<てかわしヽヽ ≡房R3鶏憫 嗅毅
Ⅷ。

狛犬だが、足の短さに注目してほしい。

「`
~丁

| ト

神社の上から見た丼戸。 次に訪れた時に
は建物が建てられ、見えなくなつているかも
しれない。

神社横の「水尾丼」 丼戸枠の内慢」に
明治期の年代がある。

が
鈍

ｌ

ｊ

ここが建物の下を通る路地である。

-13-

碑の裏倶1には「大正十五年七月」とあ
り、営番五人の名前がある。

■ ヽ

「 盤壼

風化していて半」読できなかつた鳥居
の亥」銘。

その奥にも丼戸がある。これも使われ
ているようである。

明るくなつた路地奥の丼戸と熊野神
社の風景を見る。

築地小路を出□から見たところ。 Xllら な
い人は入っていいのか戸惑う光景である。



||一課
|

西側の路地は住宅の下をくぐる。左に
折れるが行き止まりである。

F

尾道造酢の店と工場。 尾道の酢製造業
者は大正初年に9軒あったが、県内の約3
0%を占めていた。尾道造酢は大正七年
に6軒の酢製造業者が含併してできた。倉」
業は天正十年と言われ、東灰屋の橋本次
郎右衛門によつて始められた。

電E.こ

秋元洋服店の時代を感じさせる建物。 屋根
や柱、アーケードに隠れているが窓もレトロで
ある。

■
・・・1:_t i

左に折れると石仏がある。路地ではこ
うした地蔵仏をよく見かける。

行き止まりの風景。込み入つた住宅地
の光景である。

ここが水尾田]で「水尾小路」である。 水が
尾のように流れ出ていたことから来ている。

ここを下つて行くと市役所に至る。

f

北陸、北海道まで移出されていた「力
クホシの尾道酢」の酢瓶。

ここの小路から「丹花小路」に入つて行く。
左向こうに空き地があるが、明治期のもの
と思われる古い蔵があった。

,

,

に
磁

ｒ

ｒ

多

店に展示されている酢の製品。「そのまん
ま酢」が現在の代表的な商品である。

秋元洋服店横の小路風景。 このあたり
は橋本田]と呼ばれ「橋本小路」である。

「丹花小路」の風景。 常夜灯がこの路地の象
徴である。長江からこの小路を抜けて新開ヘ
の道としてよく通行されていた。

皿Ⅷ I

もう使われていないと思われる丼戸。

横にある丼戸。「大正四年十一月設」
とあり、商標か屋号のE日がある。
この丼戸は3も使われているようだ。

-14-
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夕   ・

チ タ常夜燈には 除 毘羅人権現」と亥」まれて
いるので、江戸期のものと分かる。 反対側には「田]内安全」「文政六年癸未

九月吉日」とある。



丼戸の上
雰囲気が

上から常夜燈と丹花小路のを見て戻
って行く。

小路を見ながら本通に出る。

の一本刀
ロ

建物がな<なり様子が一変している。
蔵だけが残っている。

丼戸だけは残されている。路地には丼
戸が多くあることが分かる。

常夜燈前の石段を上がる。この向こう
は建物疎開と削られてできた国道と
鉄道で道は切断された。

石段下は国道で、8召 /11二十年代ごろは線
路を渡る道があつた。今は通れない。

このように建物がなくなり駐車場に
なつている。

この小路もすっかり変わつてしまった。
突き当りの家は昔のままの雰囲気が
残つている。

まだ残っている蔵の建物。本通りの裏
側にはこのような建物が残り、見るこ
とができる。

荒神さんから狭い路地を抜けると地
元のスパーつるや横に出る。

-15-

「三好小路」に入って行くと「高尾稲荷大明
神」がある。 ここは三好屋という呉服屋が
あったことから呼ばれてしヽる。 この小路
もすっかり以前とは変わってしまった。

この小路が「杓屋小路」で古くは「口十小路」と言っ
ていた。(叶 ]]である)

ここにはひ杓を作る職人が多く、。また「田面船」
を作つていた店もあったが、3はな<なつた。



摯 ‐ 墨 置Li

酷

注連柱には「嘉永二季歳己酉七月吉
日」とある。

これには「矢野屋、金光屋などの商人
の屋号と名前がある。

玉垣には船名と船主の名前が彫られ
ている。(大黒丸 次助・長榮丸 大吉
・明神丸。久兵衛など…・。)

向かいく 〉にあ

北から杓屋小路の南方向を見る。

うに、70・名と

Ｉ
為
卜
　
　
に

穐７ガ
前

ボ

卿
1小路」

誉   錦KワZ

」当童昇ぶ暴奮晨磐華長ヨ矛鷲恣もヽ家

鶉吻蜆F瘍聰

T/》 ば

｀

理

磯の弁天からガード向うの音の長江通
りが見える。

南側から見た杓屋小路の風景。

本通り側から見た「今蔵小路」の風景。

卜 、

緞舞辟鶉鶴節芳
-16-



E堡曇毬隧マ弔型椒

:

ヽ

向こうのノヽス駐車場からここまでの広
場が「文政四年の尾道田]絵図」に書かれ
ている豪商の「灰屋吉兵衛」(橋本家)の
屋敷跡である。(地図参照 )

左の時計横の道路が「ヌリヤ小路」跡である。

(地図を参照して<ださしヽ)

この通りが「薬師堂通り」であるが、戦時中の建
物疎開で家屋が倒され道が広げられた。
ここでクイズです。「さて道のどちら倶1か、ま

たは両倶」が広げられたでしょうか ?」

◎誓滸誰緊需餘れ叙饒 ]輌万

この鉄塔電柱は3も一本だけ残つている。

J

昭不86～ 10年頃の尾道本通りの風景 (水尾DII付近)

(出典 尾道学研究会蔵 絵葉書より)

この鉄骨電柱は「8召不]初期」のものであるこ

色ビE署亨ご≧323辱し、て今も使われて
いる。

-17-



憑整8里言鷹需程喬磨ι讐F寓選ぼ

市立図書館跡の門柱

ここに市立図書館があ り、その名残の門柱である。『 尾道案内』には 「明治二十九年八月

四 日 日露戦勝記念 として創立せ られ、私立尾道固書館 と構 し、久保町尾道勧商場楼棲上に

於て開館 し居たるも、大正三年市の経榮に移 り、現在地に建築開館せ り」 と書かれている。

当時の図書館は木造のがっ しりとした建物で三階が閲覧室だった。 学生が多 く利用 して

いて、夜は 9時まで開いていた。 9時になると電灯が点滅 し、それが閉館の合図であつた。

昭和 36年 2月 に久保八幡神社の裏 山にモルタル造 りの新館がオープンす る。だが設備 も

充実せず狭いので旧市民病院跡 (以前は厚生病院 と云つていた)に石材 を使用 した豪華な図

書館が開館 した。平成 2年 H月 8日 のことである。

久保亀山八幡神社の一の鳥居

本通りから北に入つた参道に高さ6m余 りの大きな鳥居がある。これには「萬冶武暦霜月

吉日 施主営町中 大工石屋与七郎 小工石屋助六 石屋中」と刻まれている。

鳥居の笠の反り大きさと立派な額の見事さも見落とせない、と思つている。

陣幕久五郎の燈籠

稲荷神社前に十二代横綱陣幕の義父初汐久五郎の建てた燈籠がある。弘化四年陣幕が初

汐久五郎に入門し、この後、嘉永五年 (1852)初汐が柱に「桝屋久五郎 おゆき」と刻み

寄進したもの。だが酔っ払いが倒し火袋が壊れ六角の石が置かれている。

二の鳥居

高さ 4m余 りの鳥居は広島藩主浅野吉長が「正徳六年」(1716)に寄進とあるが、もとは

常称寺あった「祗園人坂神社」に寄進されていたものである。それが神仏分離によつて明

治二年、人坂神社が厳島神社に移されるときに、何かの手違いで亀山人幡神社に持つてい

かれたと言われている。

軍配燈籠と石組

見事な石組の燈籠で、尾道石工の優れた技が披露されている。

「石工保兵衛作」の軍配燈籠は「天保五年 (1834)の奉納で 「東濱仲背中」が奉納したも

のである。また仲背たちが力を競つた「力石」が住吉神社など各所の神社などに残つてい

る。力石の重いものは二百二十キロもあり、持ち上げた浜仲背の名前が刻まれている。

一番力自慢の浜仲背は「大紺屋和七」で墓が常泉寺墓地にあり、頭石が力石で、次の台

石が酒樽、その下が角の台石となつている。裏に明治二年とある。

台座の石組の美しさや、丁寧に積み上げられたところも見逃さずに見て下さい。

(なお和七にちなんだ「和七最中」が和菓子屋の中屋本舗で売られている)

-18-



「句碑口歌碑」について

左の一段高くなつたところの庭園跡に太鼓型の碑がある。これには「かげ清く照すいき

目のみず鏡すゑの世までも曇らざりけり」とある。新地にあった映画館の「玉栄館」 (今 は

ない)前で置屋行をやつていた渡辺市松が 「明治四十四年二月」に建てたものである。

後ろには舗石などを寄進 した尾道楼の多田増太郎をしのんで村上花月が昭和七年二月に

長方形の花間岩 「神の徳清きこころ通ふ道」と彫つている。

このそばに加藤対山の句 「世を広く交わる花のむしろかな」と彫られた碑がある。

本殿東側の石工の神社前に「飲み居へて瓢た無 人に愛せられ」の句碑がある

碑は 「明治三十四年」の建碑である。下のところに瓢箪が彫られている。

また涼月園竹遊の「は連て行梅雨や鐙乃等さき」 (大正十二年二月)の句碑もある。

胡小路(拡大図)「尾道学研究会 第 20回例会資料から」

胡 (エビス)小路

長江
｀
7‐ I

ユ |
千  1.

多影 多 、1キ

‖ら由機ヽ 4

鯉 t、

ヽ

言

"千
脅
V

L―  ン

南 ↓薬師堂町

道町絵図 文政4年 (1821)より 長江口界隈 (尾道市立中央図書館脚

，
中

一り一中ヽ
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←西・土堂
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久保亀山八幡神社の手水鉢を支えている狛犬

四匹の狛犬が手水鉢を支えている彫 り物はここだけでではないのだろうか?

このユーニクな 「水盤Jの石造物を造つたのは石工の 「新人」である。

新人の作品は文政十三年 (1830)か ら嘉永七年 (1854)ま での間に 15点の石造物が確認

されているという。常泉寺の天邪鬼が支えている天水鉢は 「天保十三寅 9月  石工 新人

作」とある。手水鉢前面のボタンと思われる浮き彫 りは見事であるし、龍の日から水が滴

る下は水の波紋が素晴らしいと思つている。

また水で手や口を清め、その水を流すときはね返って足元や裾を濡らさないための 「幕

石」力`ある。よく考えた造 りであり、新人のこだわりであろう。

この手水鉢の施主は先代の山口玄洞で、上屋は二代目山口玄洞である。

山口玄洞は大正十二年、尾道の上水道工事に対 して工事費用として lo3万円 5千円を個人

で寄付 して工事費用の 7割近くのを負担するなど多額の寄付をしていて、当時の尾道市の

財政を援助 していることから尾道上水道の恩人として久山田水源地に記念の石碑が建てら

れ尾道市名誉市民になっています。

久保亀森八幡神社の狛犬

本殿前の左右に鎮座 している迫力と気力にあふれ、お尻を高く上げた 「かまえ型」とも

言われる狛犬はどうですか? 尾道型と言われる「玉乗 り狛犬」ではないが、尾道石工の

技量を示すものであり「尻尾」や体の文様も素晴らしいと感 じているのである。

これは「安政四年」 (1857)に彫られた 「石工祐四郎」の力作である。

願主は 「和泉屋保兵衛」とあり石屋町一帯の大地主で、和泉屋保兵衛抱えと文政四年の尾

道絵図に記入されている。

高見倉神社 (石工の神様を祀る)

石工の神様を祀つている「高見倉神社」が尾道久保の亀山八幡神社境内にある。

享保十六年 (1731)倉 J建、安政四年 (1857)建立とある。これについて 「享保の頃、大坂

石工福嶋村藤原徳栄という石工が尾道に移住 して来て石工連中に石工の先祖である『石作

大連公建員利根命』を祀る神社を建立するように発議し、享保十六年 (1731)二 月吉日を

選んで亀山人幡宮境内に『石工の神』を建立した」と記されている。

この摂津の国から移住して来た『藤原徳栄』という石工が地元の石工連中を束ね神社を

作らせたということから指導力を持つていたと考え、そうしたことから石工の 「山根屋源

四郎藤原偉篤」と「藤原の姓を名乗り棟梁」と彫られていることから「藤原」とは棟梁と

しての卓越した技能と地位にあつたことを示していると自分は考えている。
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八坂神社

厳 島神社 に合祀 され てい る人坂神社 は、もと常称寺境 内にあった。正応 四年 (1291)に疫病
が流行 したので、輌 の祇園神社 の神霊 を受 けて神輿一体 を作 り、 旧 6月 7日 か ら 14日 まで

祈願祭礼 を したのが祇園 さん (祭 り)の始 ま りである。

その後明暦 四年 (1658)に三体ネ申輿 を作 る。祇園祭 が盛ん となったのは、宝暦年 中か らであ
り、神輿 は久保 、十 四 日、土堂の三町にちなんでい る。

夏祭 りとして祇園祭 は、夏の夜の夕涼み をかねて近隣各地か ら多 くの人 々が集 ま り参詣 し
た。現在 は住吉祭 りの花火 に人出が多 く、昔の賑や か さはない。

厳島神社・八坂神社と狛犬

厳島神社・人坂神社の境内に尾道最大の 「玉乗 り型狛犬Jが鎮座 している。

地元では厳島神社を「明神さん」と云つており、もと南の海岸につきだした場所にあった。

文政四年の 「尾道町害1地図」を見ると「厳島社」と書かれている。

人坂神社は明治の神仏分離令によつて、時宗の 「常称寺」にあった祗園社 (人 坂神社 )

がここに移され、合祀された。夏祭 りの 「祗園祭」は勇壮な 「三体回しJが祭 りの花形で

で三体の神輿が広場の柱を中心に旋回するけんか祭 りでもある。

この新地一帯は宝暦年間に豪商の灰屋橋本家によって南の海岸一帯が埋め立てられ造ら

れた土地で歓楽街となつた。 (地図を参照)

かんざし燈籠

境内には稲荷、猿田彦の小さな祠もあるが、入口にそびえる樹齢五百年と言われる銀杏の

木がそびえ、そばには井戸と「かんざし燈籠」がある。

この特異な形の 「かんざし燈籠」は高さ 4.2mあ り「文政十年 (1827)」 の建立で世話人

の名前は判読でき、12名 の屋号 。名前が亥1ま れている。一部を紹介すると「竹本屋喜人・

大黒屋善蔵・茶屋富五郎・播磨屋秋之助・茶屋儀人・府中屋利兵衛……」などの銘がある。

このかんざし燈籠には「お茶子と若者の悲しい恋の物語」が伝わっている。 (説明板にも

話が書いてあるが) 昭和 39年に亡くなった 「杉山エイさん」が尾道民話研究会員に語ら

れた話も紹介 します。

「昔このあたりは非常に淋 しいところでした。雨のしとしと降る薄気味悪い夜の事。急

ぎ足で明神さんの前を通りかかつた商人が、ふと見ますと銀杏の木の下に傘を差 した十六

～七才の娘さんがうらめしげにじつとこちらを見てお ります。 しかしその娘のうらめしげ

な泣き声の気味の悪い事、商人は一瞬身の凍るような恐ろしさにおののき、後も見ず駆け

出しました。それから雨の降る夜となるとその娘を見たと言 う{)の、いや うらみ言を云う

声を聞いたと云う者が次々にあらわれました。人々はこの銀杏の木の精が出るのだろうか、

それとも近くの色街の娼婦が恨みを胸に秘めたまま死んで往生できなくてその霊が出るの

だろうか ?と 噂 しあいました。そんなある日、お茶屋の主人が 「銀杏の精であれ、娼婦の

恨みであれどちらにしても娘さんの事、噂にきけば銀杏の本の前に出る娘さんは、かんざ

しをさしてないそうな、それでひとつ供養のためにかんざし燈籠を造っては……」と云い

ました。町内の人々は、この粋な提案に賛成 して文政十年六月、明神さんの銀杏の木の前

に大きなかんざし形の燈籠を立てましたそれからというものは、その娘さんを見たという

人はいませんでした。」 (「 郷土の石ぶみ」より 山陽日日新聞社)

また境内には第十二代横綱陣幕久五郎の 「受けながら風の押す手を柳かな」と相撲道の

極意を表 した句がある。これは陣幕の嗣子室谷喜一が昭和二年に建てたものである。
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注連柱 (ネ申社庁は標柱と書いている)

この標柱に彫られている語句を「宣揚文」といい、標柱を立て宣揚文を刻む目的は様々

であるが 「国家繁栄祈願、国家的事件の記念、凱旋記念、戦争終結の記念、皇室行事の記

念、神徳称揚、神恩感謝、五穀豊穣、神社改築記念、境内整備記念、玉垣奉献記念」など

目的は様々で、古稀記念など個人的記念なども見られる。

また時代の風潮を強く反映 した 1)のや農村地域では 「五穀豊穣」などの祈願・感謝など

が刻まれたものもある。多いのは国家や皇室、戦争に関係 した t)の をよく見かける。

この宣揚文には変体仮名あつたり草書体であったりするため解読が困難である。

読解には漢文 (中 国古典)、 日本の古典、歴史、宗教に関する知識も要求される。

厳島人幡神社の標柱の宣揚文

「霊徳術覆載 (霊徳編く覆載 し)」

「萬物因此榮 (万物此れに因りて栄ゆ)J

久保 (亀 山)人幡神社の標柱の宣揚文

「宣揚大道流通鴻化 (大道を宣揚 して鴻化を流通 し)」

「神祗所護社稜欣祐 (神祗の護る所にして社稜祐を欣ぶ)」

鴻化 (こ うか)「大きな徳化。  天子の善政。」

宣揚 (せんよう)「盛んなさまを世にはつきりと示 し表す。」

神祗 (じ んぎ)「天の神と地の神。」

大道 (だいどう)「人の行 うべき大事な道。 天地の道理としての道。正 しい筋道・方法。」

社稜 (し ゃしょく)「 中国の建国のとき、天子・諸侯が壇を設けて祭った土地の神 (社)と

五穀の神 (稜 )。 国家。」

重徳 (れいとく)「尊く優れた徳。霊妙な徳。」

覆載 (ふ うさい)「 天は万物をおおい、地は万物をのせる」

偏 (へん)「あまねく広く行きわたる。」

祐 (ゆ う)「 たすける。J

欣 (き ん)「 よろこぶ。J
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明神の狛犬

拝殿前の玉乗 り型狛犬を見て欲 しい。高 さ 1.5m全長、1.3mあ り台座 と連なった一枚岩

に彫 り上げ られている。この大 きさと見事な彫 りが尾道石工の技 を示 している。また奉納 し

た商人の経済力も見落 としてはな らない。

さて狛大だが、これは尾道最大の玉乗り型狛犬で、左の咋型と右の阿型の狛犬の製作年

代は違っている。本殿に向かつて左の玉乗り型狛大には「文政四年 (1821)辛 巳六月吉日

□□藤原□Jと あるが判読できない。だが、これは「石工棟梁山根屋源四郎」による製作

と思われる。 (`白 犬の重さは約 6ト ンという)

願主は「富古屋兵助」となっているが、商標が現代的で注目して確認 してほしい。

また右側の阿形の狛大は 16年後の「天保八年」に製作され、「営所在石工棟梁太助定光

作」となっている。願主は 「森岡屋茂萬Jである。

この見事な玉乗り型狛犬は大いに気に入つてる。みなさんはどうですか?

尾道の小路・町名

戦災による被害を受けなかった尾道は、戦前からの古い雰囲気が感 じられる小路や町名が

今 も多く残っている。小路の入口に、名前を亥」んだ石碑があるので気をつけて見て欲 しい。

<風呂ノ小路> 鉄道のガー ドまで続いているが、途中国道によつて切 られ、道がなくな

っている。

<勧商場> この道一帯に商店が並び、芝居小屋 も在ったと言 う。明治の初め、商家の子

どもを商人に養成する塾があったとい う。突き当た りは階段になっていてこ

の下は海であつた。

<石屋町> 昭和 20年代までは両側に石屋がず らりと並んでいたが、今では一軒も無い。

だが尾道石工の優れた技を示す石造物が各地の神社などに今も残つている。

また北前船によつて北陸・佐渡島などにも運ばれている。

<水尾町> 熊野神社あた りの井戸から水が尾を引いたように流れていたので「水の尾小

路」と名づけられたとい う。現在では昔懐か しい水まつ りが復活 し、6月 の

祭 りとして賑わつている。

<神鎮小路> こんな小路の奥に神社がある。熊野神社 とい う。その西側に丼戸があつて

「水尾井」と刻まれ、今 も大切に使われている。

(中 国新聞の記事を読んで下さい)井戸枠の内側に明治の年号がある。

<丹花 性んハ小路> 古い尾道の小路の情緒を残 しているところである。石段を上がると

町内安全の常夜灯がある。また井戸があり、整えられた井戸わくから

も大切にされていたことがわかる。尾道の街歩きは小路 と共同井戸を

見るのが楽 しい。そこには今も息づいている生活 と大切に使われてい

る井戸から生活史がわかる。 (中 国新聞の記事を見て欲しい)

く今蔵(倉 )小路> <三 好小路> 大商人の邸宅跡からついた小路名である。

<小川小路> 豪商小川氏 (笠岡屋)の邸宅があった場所から名がついている。

<杓屋小路 >(口十/Jヽ路 ともい う)ベニヤ文具店から諫見医院までの道をい う。木製の杓を

作る店があつたからで、以前は 「田面舟」を作る店があつた。

この道から国道を越えて長江通 りに入つて行 く道が昔の道である。
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層芭議窓雲るS'堪層磐肩懸:辱握
 鶉l仄暑著『鼻奮省置閻 曇日、土堂のIBJ名 をあらわしている。

軒あつたが、今はな<なっている。

尾道酢

水尾町の角に 「カクホシ尾道酢」の会社がある。尾道酢は米酢で昭和 20年代には長江 口

に酢醸造の店が集まつていた。

尾道酢は江戸中期にかな りの店があったとい う。造酢の原料には秋田米が使われている。

これは「秋田米は品質はよろしいが、小粒なのと砂が混 ざつているので、食料 としての商品

価値が低い。 しか し安価なので、そこに目をつけた商人が逆に力をいれたものらしい。」

明治 23年の統計によると、販売石数が一万石・三万三千円とあり、九州、備前、備中、

阿波、石見、大阪などに送 られた。
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